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月始めは獅子宮に在るが，23日からは麗女宮に侵入すろ・
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　　　時刻
1日午後9時26分24秒
9日午後7時57分36秒
17日午後8時30分36秒
24目午後0時36分54秒
31日午前8時56分42秒
10日午前4時0分
24日午前4時48分
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29分24秒
31分7秒
33分26秒
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29分22秒
33分26秒
星　座
をとめ
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ひつじ
し　し
へびつかひ
　や　ぎ
　し　し
　今月の月が遊星を歴訪するのでは，先づ最初が，6日午前11時に土星に
追ひ付いて，其の南側5度の所を通り過るのから始まり，次いで14日午後
6時に天王星に追ひ付いて，此れを掩蔽する・併し惜しい事に月入後であ
るので日本からは見る事が出來ない・20日午前3時には火星と出合って・
その北側4度の所を通り，21日午前7時には木星に追ひ付いて，その北側
5度の所を通過する・更らに24ロ午後3時には海王星と出合って，北側4
度の所を通り過ぎ，26日午前8時には水星を追ひ越して，北側を通る・最
後に，27日午後6時に金星と出合って，その北側2度の所を通って，本月
の遊星歴訪を終る・
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八　月　の　遊星　界
　水　星　　順行を績けて宵の西空に輝き，5「1夜に海王星の北側僅かに18
分（角）の所を通る・更らに進んで，2棚にば東方最大離角27度となる・此
れは今年中で最も大きい離角であの，氣候もよく，且つ宵であるので是非
観望されん事を望む・位置は「をとめ」座の西端・光度零等・覗直径は7
秒（角）・
　金星　宵の西室に員4等足らずの明星として輝やく・月始めは獅子座
東端にあり，順行を績けて月末には「をとめ」座主星スピカに近寄る・覗
直穫は月始め1（；秒，月末21秒望遠銚で見れば十月型に見える・次第に太
陽と離れて観望の都合はよい・
　火星夜牛出現「うし」座アルデバランより順行を績け「ふたこ」座
の西端にまで進む・光度約1等・親直樫6秒弱・
木星　暁の星・午前3時頃束に登る「かに」座の中央を順行し，光度
1等牛，親思痙13秒・以後次第に早く登る様になる・
　土星　宥に東天にあり・観望の好期，「いて」の中央に正三等として輝
やく・覗直径は16秒
　天麗星　喪牛前の出現・「うを」座中央にあり・覗直裡3秒艦光度6等・
　海王星　27日に太陽と合故に観望は金く不可能・
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　　　　　　　　　　　八月の恒星界
　蚊遣り煙ぶる1京み毫で，團扇を底ひながら，星を愛つるのも，亦た妬し
みなものである・
　日浸後の天頂には七夕の織姫が純白の明るい光を放ち，天の河を越えて
封岸には，牽牛星が輝いてみる・南天には「いて」座の不思議な姿が，西
に向って逃げて行く「さそり」を追ふてるる・其れと入れ交って，東から
は「やぎ」「みつがめ」「ペガス」等が登って配る・北天の北極星の上部
には「りゆう」座が全身を現はし，其の西には「おほくま」，東には「カシ
オペヤ」の形が著しい・
　夏の天は凡ての人を星に誘ふものであり，從って，此等，夏の星座は，
世界の何庭の國に行っても，一般就會人が親しみを持ってるる・特に天の
川の肚嚴な姿は他の何物にも例へ難い・「セフエ」座から「はくちょう」座
あたりはの銀河の深みを見せ，「へびつかひ」座から「いて」にかけては，
複雑な銀河系の中心を示してみるものである・若し誰か，小型艶遠鏡でも，
此の天の部分に向けたならば，必づ，星雲や星團を無藪に襲見するであらう・
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今が見頃の土星の早取
　去る七月一日に封衝を過ぎた土星ではあるが，吾々の便利から言へば，
八月には，毎1］日浸後，すぐ南中するので，最も都合が好い・五＋倍以上
の望遠鏡の持ち圭は，此の機を逸せず，此の足の珍らしい姿を見るべきで
ある・僅か三十倍ぐらみの望遠娩でも・翻しガリレオが之れを見たときの
やうに，耳がある星のやうな形に見えるものである・
　こ・に，掲げた爲眞は，土星の一衛星から土基を振り返って見た景色を
蕎家が書いたものである，勿論，想像の講であるから，決して理學的に之
れがIEしいとは保誰されない・しかし・さすがに一一種の興昧が無いではな
い・
　土星は今十個の騒騒が知られてみる・最も大きいチタン星でさへ我が月
の牟ばぐらゐσ）直裡しかない，他は何れも直裡一一千キロ叉は其れ以下で・
最も小さいのは揮百キロ未満ぐらゐであろう・　こんな微小な天髄だから
自饅の重力は小9くて，表面をまん丸くする力もなく，恐らく此の爲眞の
やうに，言はノ針のlliのやうに瞼しい面だろうといふ想像を，箇家は持つ
たものらしい・
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八、月と流星の出現
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麟錨
　八月目流星の月である，一年中で，此の八月ほど多くの流唇圭が見える月
は無い．殊に叉，此の八月は・絡ての入：が，可なり夜更けまで，涼みなが
ら室に親．しむ時であるから，流推は八月の天室に最も相々しい景色とも言
へやつ・
　八月は，大てい毎夜，五分間に一つか，三分間に一つぐらみの割で流填
が飛ぶ，点れを一・々見て・其の時刻，其の天室位置・共の色，共の光度・
其の速さ，等・いろいろ氣のつくことを記録すれば・宇宙の紳秘を語る材
料を得るわけであって，初心の者にも・八月は流星観測を練習する好時期
である・
　ハ月中旬・殊に八月1・11から十二三日頃までは，毎n午前二時から三時
までの間，東天のペル遷座0）中央部から盛んな流星雨が現はれる・藪は，
時によると，一分間に二つ位，或は其れ以上・光輝は中々大きく，一等星
以上のものも次：して少なくない・色は白，速さも速い・
　八月の流尾は昔しから多く0）人々に見られ，三って一般に多くの迷信の
種をまいてみる・
